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会 議  概  要  

会 議 名 称 人権尊重の明るい伊那市づくり審議会 

日 時 令和２年７月１日（水） 午後１時３０分～午後２時３０分 

場 所 市役所 ５０１・５０２会議室 

会議事項・概要 

１ 開  会    

２ 委嘱書交付  

３ あいさつ 

 市長 

  ・人権尊重の意識高揚を図ることを目的に「人権尊重の明るい伊那市づくり条例」を定め、あら

ゆる差別のない明るい社会の実現を目指している。 

  ・痛ましい子どもへの虐待、コロナ禍においても、誹謗や中傷、インターネットやＳＮＳへの書

き込みなど、人権侵害の事案が発生していることは、誠に残念である。 

  ・人権教育や、啓発活動など人権意識定着のための取組についてご協議いただきたい。 

４ 自己紹介 

５ 正副会長の選出 

  互選により 

  ・会 長 宮下 徳雄委員 

  ・副会長 平澤 光子委員 

６ 協議事項 

（１）令和２年度人権関係事業計画について （幹事説明 概要） 

 ①企画政策課    

・市民への人権意識醸成のための取組 

・第３次男女共同参画計画に基づく、男女共同参画社会の実現に向けた事業の促進 

・人権侵害・差別事案の発生時の対応について 

②文化交流課 

・日本語学習事業等による外国人と市民の交流促進 

③市民課     

 ・外国人相談窓口の設置による各種手続の支援 （令和 2年 4月 1日現在外国人住民 1,819人） 

 ④社会福祉課 

 ・犯罪や非行のない安全・安心の取組として、「社会を明るくする地域づくり大会」の実施 

（今年度は、新型コロナ感染防止のため中止） 

 ・障害者への居宅、施設サービスの提供など、障害者に対する取組 

 ⑤子育て支援課  

・保育活動における、幼児期の子どもの人権感覚を育成する取組 

・保育士の人権感覚の向上と育成理解の取組 
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・外国籍保護者に対するきめ細かな対応 

・児童の人権を守る体制の確立 

・令和元年度の虐待通告について（人数：122 人、件数：64 件。主たる加害者：実母 66 人、実父

23人） 

 ⑥健康推進課   

・こころの健康づくり、自殺対策の推進 

・相談窓口の周知 

・思春期の青少年の母性、父性の健全育成対策 

・妊娠期から出産後の保育・育児期までの切れ目ない支援 

 ⑦福祉相談課  

・認知症の正しい理解、地域で認知症高齢者やその家族を支援する仕組みの構築 

・高齢者・障害者の権利を守るための支援 

 ⑧商工振興課   

・企業における人権教育・啓発の推進 

⑨学校教育課 

・「学校教育における人権同和教育推進計画」に基づく、全小中学校における目標達成に向けた取 

組の実践 

 ⑩生涯学習課   

・人権尊重の意識の向上を目指した講演会の開催 

・学社連携による人権同和教育の推進及び伊那市人権同和教育学習指導案集の修正 

 

≪質 疑 ≫ 

 委員：子どもの虐待事案に対する、定期的なフオロー、アフターケアは行われているのか。 

 子育て支援課：伊那市では、子ども相談室において対応している。ケースバイケースであるが、早 

期な対応が必要な場合は、児童相談所と連携を取って一時的な避難や虐待の要因となってい 

る精神状態のクールダウンを図る等の対応をしている。また、その後の見守りもケースによ 

り定期的に行っている。 

委員：コロナによる小学校の休校により、児童虐待が増えていると聞く。私たちに出来ることは、 

早く事案を見つけて、通報することや、見守る事かと思うが、どこまで関わってよいのかが 

難しく歯がゆさを感じている。年々増えている虐待の実態を検証してほしい。 

子育て支援課：コロナに関連して、虐待事案が全国的に増えている実態がある。幼稚園、保育園の 

通園自粛により、家庭における育児時間が長くなり、育児ストレスからの虐待、育児放棄が 

心配された。伊那市では、直接的な被害は報告されていないが、保育士から家庭へ電話で園 

児の様子を聞く、家庭の状況を聞く、相談に対応する等の対策を行い予防に努めた。しかし、 

民生児童委員が、直接家庭を訪問することは、控えなければならない状況であったこともあ 

り、見守り体制は十分ではなかったと理解している。これからも、関係者で情報共有を図り、

早期発見、課題解決に向けた検討を行う。 

（２）その他 

 ・令和元年度に実施した「性的少数者に関するアンケート結果」について事務局より説明 
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７ その他 

 委員：この審議会の具体的な動きや、今後の活動日程はどのようになるのか。 

 事務局：年 2回を予定している。今回提案させていただいた事業の実績について年度末の審議会に 

おいて審議いただく。 

 委員：人権侵害・差別事象が発生した場合、この審議会は関わるのか。 

 企画部長：この審議会において委員の皆様には、市の人権に関わる政策形成への知見をいただき、

課題等を検証いただきたい。人権侵害、差別事象の個別の事案を扱っていただくことはない

が、児童虐待など人権問題を実際に扱っている現場の職員からの話を聞いていただく機会を

設けながら、委員の皆様にご協力いただき、対策をより良いものにしていきたいと考えてい

る。 

  

８ 閉  会    

 

 


